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取扱説明書

囲
●この取扱説明書を読み、理解するまでは、操作および保守・

点検を行わないで＜ださい。

●この取扱説明書を、機械の操作および保守・点検を行う場合

に、いつでも調べられるよう機械の近くに大切に保管してく

ださい。

株式会社　サーケ



重要なお知らせ

●この機械の操作および保守・点検を行うときは、必ずこの取

扱説明書に従って＜ださい。

●この取扱説明書に従わなかったために、あるいは誤用や無断

改造がなされたために、けがを負ったり損害が発生したとし

ても、株式会社サタケおよびJA・販売店は一切その責任を

負いません。

1．近年、産業機械には、新しい材料や加工方法の採用により、さまざまな危険が数多く発生する傾

向にあります。

この機械の取扱上の危険についても、すべての状況を予測することはできません。そのため、こ

の取扱説明書の記載事項や機械に標示してある注意事項は、すべての危険を想定しているわけで

はありません。従って、機械の操作または日常点検を行う場合は、この取扱説明書の記載および

機械本体に標示されている事項に限らず、安全対策に関しては＋分な配慮が必要です。

2．この取扱説明書について、質問やより詳しい情報が必要な場合は、お買い上げのJA・販売店ま

たは、巻末の「緊急時の連絡先」にお問い合わせください。

3．この甘又扱説明書において、万一、ページの「乱T」や「落T」などがあった場合は、お取替えい

たします。お手数ですが、お買い上げのJAまたは販売店までご連絡ください。なおその際は機

械名称も合わせてご連絡ください。
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安全のために必ずお守りください
●ご使用まえに、この欄を必ずお岩売みになり、正しく安全にお使いください。

●誤った取扱いをした場合に生じる危険とその程度を、次の表示で区分して説明しています。表示と

意味は次のとおりです。．

必 ′黎 －・‡告 －
この表示 を無視 して、誤った使 い方をすると、人が死 亡 ・重傷 を負う可能性

が想定される内容 を示しています。

・‾溢 漣 －＿藩
この表 示を無視 して、誤った使い方 をすると、人が傷害を負う可能性 や物的

損害 のみ の発生が想定される内容を示しています。

注　　 記 特 に注意 を促 したり、弓竜調したい情報を示しています 。

plex_2

plex_2



安全のために必ずお守りください
ご
‥
使
用
の
ま
え
に



警告ラベルの貼り付け位置

●警告ラベルは、図示の位置に貼り付けてあります。

●警告ラベルの内容は、1，2ページの「安全のために必ずお守りください」で説明しています。

必ずその指示に従ってください。

●ラベルが汚れて見えな＜なった場合は、布、水、洗剤できれいにしてください。

●ラベルが損傷した場合は、購入先から取り寄せ、所定位置に貼り付けてください。

注文コード：130369003注文コード：130369006　注文コード：130369001

注文コード　　　　　注文コード　　　　注文コード
：130369004　　　　：130369009　　　：130369005

標示ラベル貼付位置



注文コード：130369003

標示ラベル貼付位置

注文コード：190010011 注文コード：130369002
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各部のなまえ

機械の構成を示します。

自動循環排出ボックス

機械全体図



機械全体図
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電装部品の構成

電装部品の構成について示します。

電装部品の構成





表示部・操作部のなまえとはたらき

機械の操作箇所・調整箇所について説明します。

③ロール調整ハンドル　⑩返り籾排出ツマミ

機械操作箇所



⑪選別板角度調整ハンドル

機械操作箇所
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表示部・操作部のなまえとはたらき一覧表

No，①コントロールボックス

㊧雫　　 平　　　　 戸　　 ㊥門　　　 戸

＝】

モータl荷】】耗柊了／一柳止　 レバー位l 】＼遵榊始／

㊥

高　　　　　　　　 表芸で三2竿ぎ買き琵㌣がまたらb を芸詳
喜低　 ㌶　 弛囁 軌／停止　 蒜 謂毎

宅＿ル全冨　 ○雪l聖詔 三悪 禦 入電源切

＼あ ふ　　 去

記号 名　　 称 機　　　　　　　 能

（垂 電源スイッチ
コント0 －ルポックスに電源を供給します。

非常時はこれを切ればすべて停止します。

⑦ モータ始動スイッチ 本機モータがまわり、ロールすきま調整を行います。

⑳ モータ運転ランプ モータ運転中は点灯します。

㊤
レバー位置 ［⑥］

ランプ

レバー位置 〔⑨］以外で 【電源スイッチ］を押すと点滅します。

レバー位置 ［⑥］以外で ［モータ始動スイッチ］を押すと点滅します。

ロール初期設定中にレ／ト 位置力て［⑨］以外となった場合、点滅します。

㊥
レバー位置 ［〔車］ ロール初期設定完了で点滅し、レ／ト 位置力て【⑥］を外れると消灯しま

ランプ す。

㊧ モータ停止スイッチ 本機モータが停止します。

㊥ モータ負荷ランプ 本機モータの負荷に応じて点灯します。

㊧ モータ高負荷ランプ 本機モータが過負荷で点灯、過負荷停止時に点滅します。

㊧ モータ低負荷ランプ
モータ始動スイッチを押してもモータがまわらない場合点滅します。

本機モータがまわると点灯します。

⑳ 0 －ル全開スイッチ

［入］にするとロールすきまが最大となります。ロール交換時には一旦

［電源スイッチ］を ［切］にして ［ロール全開スイッチ］を ［入］にし

た後、【電源スイッチ］を ［入］にします。ロール交換後は、［ロール全

開スイッチ］を ［切］にします。

㊧ ロール開スイッチ ロールすきまが広がります。（1回押すと 0．1mm 広がります）

㊧ ロールすきまランプ ロールすきまの状態を示します。

㊤ ロール閉スイッチ ロールすきまが狭くなります （1 回押すと 0．1mm 狭くなります）

11
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記号 名　　 称 機　　　　　　　 能

㊥ 電源ランプ 自動循環排出切替ボックスに電源が入ると点灯します。

㊥ 循環排出切替
スイッチ

通常運転時は「自動」にします。精品排出時に籾の供給が途切れ、混合
米タンクのたまりが減ると、自動的に排出から循矧こ切替わります。

日　 ≡≡冨悪霊芸己≡三軍与芸環

V

運転終了時など、残米を全て排出するときは「手動」にします。
（メインレバーの操作通りに循環・排出が切替わります。）

残米を全て排出し終わったら「自動」に戻して＜ださい。

12



No． 名　　 称 機　　　　　　　 能

③ ロール調整ハンドル

（イ） ロール自動調整が行われているときに自動的にまわります。

開 ◎ 閉

注　　 記

● ロール自動詞整有りのときは、ロール調整ハンドルで

ロールの開閉操作を行わないで＜ださい。

（ロ） ロール自動調整無しに設定したときは、コントロールボッ

スのロール開閉スイッチと同様にロール開聞操作に使用で
ます。

（ハ） ロールの左石入替えを行う場合のロール開閉操作に使用し

す。

④ メインレバー

（イ）矧共給バルブの開・閥、揺動選別機の作動 ・停止、精品の循環 ・排

出を1 つのレバーで操作します。

⑥ 機械を停止するときはこの位置に

します。

頂　 芸荒雷丁．†でシフ ■■‥●　 ‖∴遠望

、　 循環排出バノレフ・‥‥　 ・‥‥循環

r

飛 。′篭琵 …苧環運幸子二子；芽○
7

飛　 違 買‥？二軍二…こ‥1右芸
循 環 排 出 パ ル プ ・・＝・　　 … ‥排 出

13
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No． 名　　 称 機　　　　　　　 能

⑤ 籾供給ダイヤル

（イ）籾供給パルプの最大閑度を規制します。

暦 ＼■　 籾の供給量阿 る齢 。

広くなる ト ／／

箇 狭よ 滞 琶讐喜芸歪デくなったり小さくなった

（□）籾の供給を止めたい場合は、ダイヤルを左一杯にまわします。

◎ 風量調整シャツタ

（イ）籾殻タクトの長さに応じ、風量を調整します。

全体凪】l
弱　　　　　　　　 強

▼　　　 ▼　　　 ▼　　　 ▼　　　 ▼

○

短い I　　　　　　 l 長い
籾殻タクト

籾殻タクトから整粒が飛ばない位置、2 番□から籾殻が排出されない位置
に ［風量調整シャツタ］を合わせます。

⑦
玄米仕切板および

サンプル取出□

（イ）選別板で選別された仕上米と混合米を分離し、仕上米の排出量を調
節します。

（0 ）／てルプを押し下げると、サンプルが取出せます。

バルブ
＼

仕上米の排出量を減らす。 ＼＿ －ヽ i＝士上米の排出量を増やす。

qゝ

パルプを押し下げると、
サンプルが取出せます。



No， 名　　 称 機　　　　　　　 能

⑧ 籾仕切板

（イ）選別板で選別された籾と混合米を分離し、0 －ルに戻る籾の量を調

節します。

－－－■←籾 籾が少ない場合。

○ （脱ぶ率が高い場合）

混合 →－■－一 籾が多い居合。

0　　　　　 （脱ぶ率が低い場合）

（昏 供給レバー

（イ）混合米タンクから選別板へ供給する摺米の量を調節します。

」∪
■　　　　 供給量が増える。

増イー

」lJ
l■　　　 供給量が減る。

一一 ■減

⑩ 返り籾排出ツマミ

（イ）返り籾の中に、小石や木片などが混入している場合に機外に排出し

ます。

◆－
毛り籾

①　 朋脚
■ト

立り籾
⑦　 小石や木 片などを排出する とき。

15



－

■

■

t

ご
使
用
の
ま
え
に

払 名　　 称 機　　　　　　　 能

⑯
選別板角度調整

ハンドル

（イ）選別板に摺米を均一に広げるため、選別板の角度を調節します。

さl
供　 ●摺米が選呂臓 椛 広が

急にする　 ●米のすべりが悪い場合。

、
よ す　 ㌻÷テキ甥 。き ．摺米の供給量軌 場

・二■＝∴■グ　 合。（玄米層側が空くまた
緩＜する　　 は薄い場合）

●米のすべりが良い場合。

⑱
混合米スクリュ底

（イ）作業終了時など、混合米スクリュの底を開いて掃除します。

関

残米排出レバー 担 レ′ト を引いてまわします。

⑱
未熟米スクリュ底
残米排出レバー

（イ）作業終了時など、未熟米スクリュ底を開いて掃除します。

ノ ′開

⑭
ロール交換用

ハンドル

（イ）ゴム0 －ルを交換する場合に使用します。



No． 名　　 称 機　　　　　　　 能

⑯ 蛍光灯

（イ） 選別板上を照らして、脱ぷ具合を確認しやす＜します。

●スイッチを右側にすると
／Jo l　　　　　　　　　 点灯します。

●スイッチを中央にすると
／JO l　　　　　　　　 消灯します。

● スイッチを左側にすると
′′0 、　　　　 芸ざ芸蒜 蒜工宣誓2 喜

灯します。

17



組立前の作業

組立前には、次の作業を行って＜ださい。

鼠
示
拙
個
釣

●均分器ネズミ防止カバー

（本機に組み付け済）
注文コードニ130820420

●籾殻排風D
注文コード：130700270

●精品昇降機
注文コード：NPS500AAZO3

●　ホース（仕上唐箕）

注文コード：130350105

≪塾　●

銅

易
醇
官
8
　
0
0
8

り　付属部品を確認します。

●　下図の部品は、部品箱に入っている付属部品
です。全てそろっているか確認してください。

G≧〉

●　ユリヤ化粧ネジ

注文コード：EQFJO612

●　抜け止めワッシヤ

注文コード：ERCBO4

●リツド

注文⊃－ドニ130820290

●　ハンドル（ミ昆合米タンク用）

注文コード：130300490

●　コネクタボディ（メス）

注文コード：FB603051001

ホースバンド（2ヶ）（仕上唐箕）

注文コード：FLl15085

●　ホース（精品排出口）
注文コード：130820260

●ホースバンド（精品排出0）
注文コード：FLl150905

ベルト

注文コード：FD12S310

精品昇降機カバー

注文コード：130720090

●六角ボルト

注文コード：EAAO8150

●平座金

注文⊃－ドニEDBO8
●　スプリング

注文コード：130111050

辱夢

ガ
♂
♂

♂声≠≠¢

●　エルボ

注文コード：130700280

●　籾殻排風ロネズミ防止蓋

注文コード：130350455

●　ロール交換用ハンドル（13）

注文コード：FG1219134

●　自動循環排出ボックス
注文コード：FB80197208

●電源ケーブル
注文コード：FBl13950604

●付属部品の中で欠品しているものがあれば、
お買い上げのJAまたは販売店に、その部品
名と注文コードをこ連絡ください。
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2）ネズミ防止蓋を取外します。

均分器ネズミ
防止蓋（5500用）

梱包用ネズミ防止

梱包用ネズミ
防止蓋

機械の組立

＜籾殻排風口の組立＞

籾殻排風口の組立方法を示します。

M6セムス

ナベ小ネジ

籾殻排風□

（a）梱包用ネズミ防止蓋を取外します。

●取外した梱包用ネズミ防止蓋は、以後不要

です。

（b）均分器ネズミ防止蓋を取外します。

●取外した均分器ネズミ防止蓋は、機械を保

管するときに使用しますので、大切に保管

しておいてください。機械を保管するとき

はネズミ防止蓋を肘寸けてください。

1）籾殻排風ロを取付位置に載せます。

2）M6セムスナベ小ネジ4本で固定します。

＜精品昇降機の組立＞

精品昇降機の組立方法を示します。

精品昇降機

切欠き

＝
1
㍗
1
・
…
∫
サ
ル
′

M6セムス
ナベ小ネジ

1）本機前面のM6セムスボルト2本を緩めて5mm

程度出します。

2）精品昇降機下部の切欠き部を、1）で緩めたM6

セムスボルトに掛けます。

3）M6セムスナベ小ネジ3本、M6セムスボルト2

本を締めて固定します。

M6セムス
ボルト（緩める）



M8ナット　　テンション

4）ベルトを掛けます。

5）ベルトを張ります。

（a）M8ナット2個を緩めます。

（b）テンションを調整してベルトを張ります。

●少し弓翁めに張るようにします。

（c）Ⅷ8ナット2個を締めます。

＜ホースの組立＞

ホースの組立方法を示します。

1）ホースを差し込み□に差し込みます。

2）ホースハンドで画定します。

（a）ホースバンドのボルトを締めて固定します。

20
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＜昇降機上部の組立＞

昇降機上部の組立方法を示します。

」ッド 官

バケットベルト
調整ボルト

．ヲ禁㌻／ご＝
漣

り　‥昇降機上部を起こします。

2）M6ボルト2本とM6ナット2個で固定します。

昇降機上部

バケットベルト　3）昇降機上郡の穴から、内調車を引き上げます。
一／調整ボルト

一トト平座金

スプリング

内調車

締込む

C＞エ⊆聖L

4）パケットベルト調整ボルト（2本）に、それぞ

れ平座金、スプリングを通し、昇降機上部から

内調車ヘボルトを通します。

5）昇降機上部にリッドを取付けます。

6）パケットベルト調整ボルトを、平座金がリッド

に軽く接する程度に締込み、パケットベルトを

張ります。

21



＜ロッド及びタンクリミットの組立＞

ロッド及びタンクリミットの組立方法を示します。

ロッドホルタ

＜自動循環排出ボックスの組立＞

自動循環排出ボックスの組立方法を示します。

国 M6

⊂9
0

0

0
0

排自 動 循 環

ボルト

出ボックス

／くトライト　⊂ロコ

蛍光灯　□□

E］

NPSt篇田
タンクリミット　ロコ

1）精品昇降機のM6ボルト2個とM6ナット2個

を取外します。

（取外したM6ナット2個は不要です）

2）自動循環排出ボックスを取付けます。

●取外したM6ボルト2個で固定します。

3）各ケーブルのコネクタを取付けます。

●　自動循環排出ボックスにコネクタをタンク

リミット、NPS電源、切替モータ、蛍光

灯、パトライト（オプション）の順で差し

込みます。
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電源の種類

電源の種禁割こついて示します。

表5－1電源の種類一覧表

横様 ・タイプ 僚弔電源 便侍モ仙タ

両

モ NPS5500 三相 200〉

E 種絶縁

三相 200V 3，7kW 二本機モータ

l 単相 200〉　 0，004kW ：ロールモータ
タ
付

単相 200〉　 0，004kW ：循環排出切替モータ
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結線

電源からのキャブタイヤコードとコネクタボディ（メス）の結線方法について示します。

赤コードを結線
白コードを結線

黒コードを結線
コネクタ1）コネクタボディ（メス）に電源からのキャプタ
ボディ
（メス）

アース
（緑コードを結線）

アースは圭一の刻印が目印です。

イヤコードを結線します。

（a）電源からのキャブタイヤコードの先端に圧

善端子をつけます。

（b）キャブタイヤ⊃－ドの先端をコネクタボデ

ィ（メス）に確実に結線します。
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機械の据付

機械の据付について示します。

籾殻タクトの取付け

籾殻タクトの取付けについて示します。

204mm以上

1）機械を水平に据付けます。

（a）水準器等で、機械の据付場所の水平を確認

します。

●機械は、水平で平らな場所に据付けてく

ださい。

（b）機械の刀タつきを確認します。

●機械にガタつきがある場合は、据付場所

を変更するか、架台の下に板等をはさん

でガタつきのないようにして＜ださい。
力○∠．ゝ
末⊂コ

（c）アンカーボルトで固定します。

●機械の架台の4箇所をアンカーボルトで

固定します。

り　籾殻タクトを準備します。

●籾殻タクトは、内径204mm以上のものを使

用してください。

●　ライト管を使用する場合は、内径210mmの

ものを使用してください。



2）籾殻タクトを耳封寸けます。

●籾殻タクトがライト管、鋼管の場合は水平

距離（長さので16m以下になるように設

置してください。

●籾殻ダクトがどニールタクトの場合は、水

平距離で10m以下になるように設置してく

ださい。

●籾殻タクトを垂直に延ばす場合は、下の表

を参考にして表の範囲内で籾殻ダクトを設

置してください。

高 さ h （爪） 1 2 3 4

長 さg （m）

（ラ イ ト管 ・覗 蕾 ）
16 1 2 9 6

長 さ虐 （m）

（ビニ ール タ ク ト〉
10 8 6
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運転のしかた

運転前の確認と作業

運転前には、次の確認と作業を行って＜ださい。

くゴムロールの摩耗確認〉

ロール室カバー（外）

ゴムロール

1）ゴムロールが摩耗しすぎていないか、偏摩耗し

ていないか確認します。

（a）ロール室カバー（外）を外します。

（b）ロール室カバー（内）を外します。

●M6蝶ボルト2本を外します。

（c）主軸ゴムロールが、副軸ゴムロールに比べ

て極端に摩耗していないか確認します。

●主軸ゴム0－ルが、副軸コム0－ルに比

べて5mm以上小さくなっている場合は、

47ページ「ゴムロールの交換方法」を

参照のうえ、主軸と副軸のコムロールを

入替え、主軸側に径の大きいゴムロール

を取付けて＜ださい。

コムロールの偏摩耗、多角形摩耗の原因

になります。
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ゴムロール

5mm以下

威
偏摩耗

〈モータの回転方向の確認〉

塾主⑨

新品

切り耳実る

（d）ゴムロールが極度な摩耗・偏摩耗をしてい

ない力＼確認します。

●　ゴムの厚さが5mmくらいになっていれば、

47ページ「コムロールの交換方法」を

参照して、新品のゴムロールに交換して

ください。

●　ゴムロールが偏摩耗している場合は、ナ

イフなどで出ている二すを切り取って＜だ

さい。

（e）ロール室カバー（内）を取付けます。

●M6蝶ボルト2本で固定します。

（f）ロール筆力バー（外）を取付けます。

2）モータの回転方向を確認します。

（a）［メインレバー］を［⑨］にします。

（b）［電源スイッチ］を［入］にします。

（c）［モータ始動スイッチ］を押します。

●モータがまわります。
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ロール点検窓

○　×

（d）ロール室カバー（外）を外します。

（e）ロール点検窓からロールの回転方向を確認

します。

（f）［モータ停止スイッチ］を押します。

（g）ロールの回転方向が逆の場合は、結線の変

更をします。

●機械側のコネクタボディ（オス）内部の結

線で、アース（緑色のコード）以外の黒、

白、赤のコードのうらいずれか2本を入替

えます。

（48ページ「結線の変更方法」を参照し

てください。）



3）［返り籾排出ツマミ］を［循環］にします。

取
返り籾排出ツマミ

2番ロネズミ防止蓋

2番。巧軒／／／

ゝ♂2＼＼＼＼

〈操作箇所の初期設定〉

鮎

混合米スクリュ底
残米排出レバー

メインレバー

／
⑥

⊂嘆っ
風量調整シャッタ
のツマミ

供給レバー

4）2番0ネズミ防止蓋を開けます。

5）［混合米スクリュ底残米排出レバー］を閉めま

す。

6）各操作箇所を運転開始時の位置に設定します。

（a）【メインレバー］を［⑥］にします。

（b）［風量調整シャツタ］のツマミを回して緩

め、中央位置にします。

●［風量調整シャツタ］のツマミは調整後

動かないように回して回定しておいてく

ださい。

（c）［供給レバー］を［青色位置（不票準位置）］

にします
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籾供給量ダイヤル

画

空中よ角度調整ダイヤル

米馴士切板

蔭≦
混合　イー

雫≡≡

◎†自動

角度指針

（d）［籾供給ダイヤル］を【青色位置（標準位

置）］にします。

（e）選別板角度を標準角度にします。

●【角度調整ダイヤル］をまわして角度指

針を［青色位置（標準位置）】にします。

（f）［籾仕切板］を左端に寄せます。

（g）［玄米仕切板］を［運転開始位置］にしま

す。

7）各部のカバー類が全て取付けられていること

を確認します。

●取付けられてないカバー類がある場合はき

らんと取付けてください。

8）自動／手動切替スイッチを［自動］側にします。
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籾摺運転のしかた

籾摺運転を行う場合は、次の操作を行ってください。

籾張込ホッパ

1）［電源スイッチ］を［入〕にします。

●電源が入ります。

2）籾張込ホッパに籾を張込みます。

3）［モータ始動スイッチ］を押します。

●モータ運転ランプが点灯します。

（a）モータがまわりロールのすきまを自動調整

します。

●　ロールすきま調整中はロールすきまラン

プが点滅します。
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嘘
メインレバー

（b）ロールのすきま調整が終了し、ロールすき

まランプが点滅から点灯に変わり、ロール

すきまが0．8mmに設定されます。

●メインレバー位置［①］ランプが点滅し

ます。

4）［メインレバー］を［①］にします。

●籾張込ホッパの籾が、機内に飲み込まれ始

めます。

玄米層側の厚さ
6′）8mm

』＝＝≡＝＝＝＝＝d

糊層側の厚さ
6′〉8mm

5）籾張込ホッパから籾が飲み込まれなくなるま

でそのまま待らます。

●籾が飲み込まれなくなるまでに約1～1分

30秒かかります。

6）選別状態を確認します。

●選別点検窓から、摺米が選別板の幅一杯に

広がっているか、玄米層側と籾層側がほぼ

同じ厚さであるか確認します。

7）摺米が選別板の幅一杯に広がっていない場合

や、厚さが違う場合は、調整をします。



も

し、軸

＝冬呂ヨ

、肇
タブつき

願ン：

曾急
板角度調整ハンドル

∃F＝
増イー

供給レバー

よす

＝∃P
一卜減

調精品排出口

●選別板の籾層側が空＜場合は、［選別板角度

調整ハンドル】を石にまわして選別板角度

を急にするか、［供給レバー］を1巨］盛程度

【増］の方向に動かして、摺米を選別板の

幅一杯に均一に広げます。

●選別板の籾層側がタフつく場合は、［選別板

角度調整ハンドル］を左にまわして選別板

角度を緩くするか、【供給レバー］を1目盛

程度［ミ威］の方向に動かして、摺米を選別

板の幅一杯に均一に広げます。

8）［メインレバー］を［②］にします。

●精品排出口から精品が排出されます。
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玄米仕切板

バノ雲翠ル

⊂＝年コ
風量調整シャッタのツマミ

9）［玄米仕切板］を移動させます。

●［玄米仕切板］は、サンプル取出□のパル

プを押し下げてサンプルを取出し、籾の混

入しない位置まで移動させます。

10）【風量調整シャツタ］を調整します。

●【風量調整シャツタ］の調整は、2番（未熟

米、シイナ）ロカ＼ら排出される穀粒を見な

がら行います。

●　2番ロカ＼ら排出される穀粒に籾殻が多く混

入している場合や、選別板上に籾殻がある

場合は、［風量調整シャツタ］のツマミを少

しずつ石に移動させます。

●　2番□から排出される穀粒に整粒が多く混

入している場合や、籾殻タクト付近でパチ

パテと吾がしている場合は、［風量調整シャ

ツタ］のツマミを少しずつ左に移動させま

す。

注　　言己

●［風量調整シャツタ】は、2番ロから排出される穀粒の大

半が未熟米、シイナである位置に調整して＜ださい。

●［風量調整シャツタ〕の調整後は、籾殻タクトから整粒が

出ていないことを確認して＜ださい。

●［風量調整シャツタ］の調整後は、［風量調整シャツタ］が

動かないようにツマミを回して盟定しておいてください。

●2番ロから排出される穀粒に多少の糊殻や整粒が混入する

のは異常ではありません。（循環時に整粒が多＜出ることが

あります。）
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マーカー

籾層の幅

ロール調整スイッチ

11）脱ぶ具合を確認します。

●選別点検窓から脱ぶ率が適正であるか確認

します。

●籾層がマーカーを越えない程度であれば適

正な脱ぷ具合です。

籾層がほとんどない場合はロールのすきま

の閉めすぎです。

●脱ぷ具合が適正でない場合は、糊層がマー

カーの幅以内になるように田－ルのすきま

を調整して＜ださい。

●　ロールのすきまは、［0－ル調整スイッチ］

を押して変更します。［ロール調整スイッ

チ］を1団押す毎にロールすきまが0．1m

変わります。

－－lト

＝箪＝
籾仕切板

12）籾仕切板を移動させます。

●［籾仕切板］は、ロールに戻る籾の中に玄

米が多量に混入しない位置まで移動させま

す。

注　　記

籾摺作業中の注意事項

●自動／手動切替スイッチを「手動」にして連続運転する場合

は、絶対に籾張込ホッパを空にしないで＜ださい。揺動選

別に必要な摺米が不足して精品に籾が混入することがあり

ます。

●2番□から排出される未熟米、シイナは早めに除去して＜

ださい。
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＜籾摺運転の一時中断方法＞

籾摺運転中に運転を一時中断したい場合は、次の操作を行って＜ださい。

鮎ンレバー
モータ

停　止

り　［メインレバー］を［⑥］にします。

2）5～10秒程度待らます。

3）［モータ停止スイッチ］を押します。

＜一時中断からの籾摺運転再開方法＞

一時中断から籾摺運転を再開するときは、次の操作を行ってください。

囲＼

1）［モータ始動スイッチ］を押します。

●メインレバー位置【①］ランプが点灯しま

す。

2）［メインレバー］を［（む］にします。

3）籾張込ホッパから籾を飲み込まな＜なるまで

待ちます。

4）［メインレバー］を［②］にします。

5）選別具合、脱ぶ具合を確認します。

（33ページ6）項、7）項および36ページ11）

項を参照して＜ださい。）



＜籾摺運転の終了方法＞

籾摺運転を終了するときは、次の操作を行って＜ださい。

5昆合米タンク

選別板

◎l手動

◎†自動

1）籾張込ホッパに籾がなくなり、混合米タンク内

の摺米が園の破線程度になったら、自動的に精

品排出から循環に切替わります。

●籾米が選別板の幅一杯に広がらない場合は、

玄米を籾張込ホッパに投入するか、選別板

の角度を急にして、摺米を選別板の幅一杯

に広げてください。

2）選別板上に籾がほとんどなくなるまでそのま

ま待ちます。

●籾がほとんどなくなるまでに約2～3分か

力＼ります。

3）［自動／手動切替スイッチ］を「手動」側にし

ます。

●精品排出口から精品が排出されます。

4）機内の玄米がすべて排出されるまで待らます。

5）［メインレバー］を［⑥］にします。

6）［モータ停止スイッチ］を押します。

7）［電源スイッチ］を［切］にします。

8）【自動／手動切替スイッチ］を「自動」に戻し

ます。
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麦の精選運転操作のしかた

麦の精選運転操作を行うときは、次の操作を行って＜ださい。

腰
昔　籾
b㌫蒜㌫；詞

ロール閑スイッチ

医）

1日盛

闊画¢「‾屈する
矧共給量ダイヤル

◎≡コ
←

1）［電源スイッチ］を【入］にします。

2）［ロール関スイッチ］を数回押し、ロールすき

ま調整ランプを麦の位置に合わせます。

3）［糊供給ダイヤル】を1日盛り程度左にまわし

ます。

4）［風量調整シャツタ］のツマミを左端に寄せま

す。

5）［モータ始動スイッチ］を押します。

風量調整シャッタのツマミ　　●モータ運転ランプが点灯します0

⊂：：：：：⊃

モータ

始　動

（a）モータがまわりロールのすきまを自動調整

します。

●　ロールすさま調整中はロールすきまラン

プが点滅します。

（b）ロールすきま調整が終了し、ロールのすき

まが全開になります。

●メインレバー位置［①］ランプが点滅し

ます。

6）籾張込ホッパに麦を張込みます。



メイン
レバー 7）メインレバー位置［①］ランプが点滅したら［メ

インレバー］を［①］にします。

8）籾張込ホッパから麦が飲み込まれなくなるま

でそのまま待ちます。

●麦が飲み込まれなくなるまでに約1～1分

30秒かかります。

9）選別状態を確認します。

●選別点検窓から、選別板のマーカー側が2

～3cm程度空いて麦が広がっているか確認

します。

10）選別状態が良くない場合は、調整をします。

●選別板のマーカー側が2～3cm以上空く場合

は、［選別板角度調整ハンドル］を石にまわ

別板角度調整ハンドル

『F⊃
増　イー
供給レバー

瑠暖曾
⊂＝亨つ
一■減

メインレバ転

して選別板角度を急にするか、［供給レバ

ー］を1目盛程度［増］の方向に動かして、

選別板のマーカー側が2～3cm程度空いて麦

が広がるようにします。

●選別板の幅一杯に麦が広がっている場合は、

［選別板角度調整ハンドル］を左にまわし

て選別板角度を緩くするか、［供給レバー］

を1目盛程度［減］の方向に動かして、選

別板のマーカー側が2′〉3cm程度空いて麦が

広がるようにします。

11）［メインレバー］を［②］にします。

●精品排出口から精選された麦が排出されま

す。
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◎l手動

観インレ′ト

モータ

停　止

◎†自動

12）選別板の空白部分に、ゴミ、ストローなどが見

えてきたら［返り籾排出ツマミ］を10～20秒

の闇［排出］にします。

●［返り籾排出ツマミ］を［排出］にすると、

コミ、ストローなどが2番口横の排出口か

ら排出されます。

13）選別板のゴミ、ストローなどがな＜なれば［返

り籾排出ツマミ］を［循環】にします。

14）以後、麦の精選が終了するまで、11）、12）の

作業を繰返します。

15）麦の精選が終了したら、［自動／手動切替スイッ

チ］を「手動」側にします。

16）機内の麦がすべて排出されたら［メインレバ

ー］を［⑥］にします。

17）［モータ停止スイッチ］を押します。

柑）［電源スイッチコを［切］にします。

19）［自動／手動切替スイッチ］を「自動」に戻し

ます。
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籾の中に麦が混入している場合の籾摺運転操作

麦力1昆入している籾を籾摺する場合は、次の操作を行ってください。

◎l手動

1）［自動／手動切替スイッチ］を「手動」側にし

ます。

2）32ページ「籾摺運転のしかた」を参照して、

通常の籾摺運転を開始します。

3）精品を排出し始めてから、15～20分そのまま

待らます。

4）［返り籾排出ツマミ］を10～20秒の間［排出］

にします。

●［返り籾排出ツマミ］を［排出］にすると、

2番□横の排出口から混合米が排出されま

す。

5）［返り籾排出ツマミ］を［循環］にします。

6）籾摺が終わるまでの問、3）、4）、5）の作業を

繰返します。

7）籾張込ホッ／てに籾がなくなったら、4）で排出

された混合米を籾張込ホッパに投入します。
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覿ンレ′ト

イー

①観モータ
停　止

8）5分程度そのまま待ちます。

9）精品に麦が混入しそうになっていないか確認

します。

●選別点検窓から、玄米層側に麦が混入して

いないか確認します。

（a）精品に麦が混入しそうであれば、［メイン

レバー］を［①］にします。

（b）［返り籾排出ツマミ］を10～20秒の間［排

出］にします。

●［返り籾排出ツマミ］を［排出〕にする

と、2番□横の排出口から混合米が排出

されます。

（c）［返り籾排出ツマミ〕を［循環］にします。

10）籾摺が終わるまでの間、9）を繰返します。

1り9）で混合米を排出した場合は、混合米に麦の

混入が少なければ、籾張込ホッパに投入します。

12）8）～10）を繰返します。

13）籾摺が終われば［メインレバー］を［⑥］にし

ます。

14）［モータ停止スイッチ］を押します。

15）【電源スイッチ］を［切］にします。

16）［自動／手動切彗スイッチ］を「自動」に戻し

ます。
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各部の点検・調整のしかた

各部の調整方法

＜スロワの羽根の調整方法＞

スロウの羽根とスロウケースとのすきまの調整方法を示します。

1）スロウの蓋を外します。

2）スロウ羽根とスロウケースとのすきまを確認

します。

●　スロウ羽根とスロウケースのすきまは、1仰1

程度が適当です。

3）スロウ羽根とス0ウケースのすきまが1mm以

上ある場合や、極端にすきまが狭い場合はすき

まを調整します。

（a）スロウ羽根を国定しているM6ボルトを緩め

ます。

（b）図の○の位置で、スロウ羽根の出入りを調

整してスロワ羽根とスロウケースのすきま

が1mm程度になるようにします。

（c）M6ボルトを締めてスロウ羽根を固定します。

4）スロウの蓋を取付けます。
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＜バケットベルトの張りの謳整方法＞

バケットベルトの張りの調整方法を示します。

バケットベルト調整ボルト

平座金：蓮
r
リッド

警』⊇L

り　昇降機点検窓から見て、バケットベルトが緩ん

でいないか、偏りがないか確認します。

●パケットベルトが緩んでいる場合は、パケ

ットベルト調整ボルトを平座金力りッドに

軽く接するまで締込んでください。

●バケットベルトが偏っている場合は、パケ

ットベルトが偏っている側の調整ボルトを

締込むか、パケットベルトが偏っている反

対側の調整ボルトを緩めて、パケットベル

トの偏りがなくなるよう調整します。

＜ベルトの張りの調整方法＞

ベルトの張りの調整方法を示します。

り　モータベルトが緩んでいないか確認します。

（∂）安全カバーを外します。

●ユリヤ化粧ネジを緩めます。

（b）モータベルトのテンションスプリング長さ

が120mになっているか確認します。

（c）テンションスプリング長さが120mmになっ

ていない場合は、スプリング張りボルトの

ナットを緩めて、スプリング長さが120mに

なるように調節してください。

（d）安全カバーを取付けます。



ナット　テンション

2）混合・精品昇降機駆動ベルトが緩んでいないか

確認します。

（a）安全カバーを外します。

（b）昇降機駆動ベルトが緩んでいる場合は、テ

ンションのナットを緩めます。

（c）テンションをベルトが十分張るように調節

します。

●昇降機駆動ベルトは、少し強めに張るよう

にしてください。

（d）テンションのナットを締めます。

（e）安全カバーを取付けます。

＜均分バルブの調整方法＞

選別板への摺米の均分ムラがある場合の均分パルプの調整方法を示します。

少ない

均分パルプ
均分点検窓

り　摺米の供給量の少ない選別板と同じ番号の均

分パルプを、3～5mm程度手前に曲げます。

3′）5mm程度
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ゴムロールの交換方法

コム0－ルの交換方法について示します。

●－

入　匿∃　切

口ール全開

1）ロール室カバーを外します。

（a）［電源スイッチ］を［切】にします。

（b）［ロール全開スイッチ］を【入］にします。

（c）［電源スイッチ］を［入］にします。

●ロールが全開になるのを待らます。

（約1分）

●　ロールが全開になるとロールすきま調整ラ

ンプが全て点灯します。

ロール室カバー（外）
2）コムロールを外します。

（a）ゴムロールを画定しているM8ボルト（ゴム

ロール1つにつきボルト3本）をロール交換

用ハンドルを使用して外します。

（b）ゴムロールを手前に取出します。



主軸　副軸

M8ボルト

ーー◆

入　四l切

口ール全開

結線の変更方法

3）ゴムロールを交換します。

●主軸コム田－ル径が副軸コムロール径より

も5mm以上小さくなっている場合は、主軸

コムロールと副軸コム田－ルを入替えます。

●ゴムロ≠ルの厚さが5m以下になっている

場合は新品のゴムロールと交換して＜ださ

い。

4）ゴムロールを固定します。

●M8ボルトでゴムロールを固定します。

5）ロール筆力バー（内、外）を取付けます。

6）【ロール全開スイッチ］を［切］にします。

モータの国転方向が逆の場合の結線の変更方法について示します。

カバー

アース線（緑コード）

1）機械に付いているコネクタボディ（オス）のカ

バーを外します。

2）黒、白、赤コードのうら、いずれか2本の結線

を入替えます。

（a）黒、白、赤コードのうら、いずれか2本の結

線を外します。

（b）外した2本のコードを入替えます。

（c）外した2本のコードを画定します。

3）コネクタボディ（オス）にカバーを取付けます。
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ギヤオイルの点検方法

ギヤオイルの点検方法について示します。

1）ギヤオイルが不足していないか確認します。

（a）安全カバーを外します。

●ユリヤ化粧ネジを緩めます。

（b）オイル栓を外します。

●　ギヤオイルが不足しているときは、90番の

ギヤオイルを追加してください。（出荷時

は100ccが充填してあります。）

（c）オイル栓を取付けます。

（d）安全カバーを取付けます。



お手入れと保管

残留穀物の取出しと掃除

●稼動期後は、次の手順で機体に残留している穀物を取出してください。

●機械の中が空であることを確認して行ってください。

摺米・ホコリ

毒轟未熟米スクリュ底残米排出レバー

1）ゴムロール部の掃除を行います。

（a）ロール室カバー（外）を外します。

（b〉ロール室カバー（内）を外します。

●M6蝶ボルト2本を外します。

（c）ゴムロールの内側に残っている摺米、ホコ

リなどを取除きます。

（d）飛散板に残っている摺米、ホコリなどを取

除きます。

（e）ロール室カバー（内）を取付けます。

●M6蝶ボルト2本で固定します。

（f）ロール室カバー（外）を取付けます。

2）未熟米スクリュ直の残留米を掃除します。

（a）［未熟米スクリュ底残米排出レバー］を

［開］にします。

●［未熟米スクリュ底残米排出レバー］を

［関］にすると、未熟米スクリュの底が

開いて残留米が下に落ちます。

（b）［未熟米スクリュ居残米排出レバー］を

［閲］にします。
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転
◎
′
－
1
ヽ

関

混合米スクリュ底
残米排出レバー

閉訪

旺〆／
ストッパ

［竺革∃粥

巴≡≡コ

返り籾スロウ

返り籾スロウ蓋

3）混合米スクリュ底の残留米を掃除します。

（a）r混合米スクリュ底残米排出レバー］を

［開］にします。

●［テ昆合米スクリュ底残米排出レバー］は

レバーを手前に引いてから［関］の方向

へまわして＜ださい。

●［混合米スクリュ底残米排出レバー］を

［開】にすると、5昆合米スクリュの底が

開いて残留米が下に薄らます。

（b）［混合米スクリュ底残米排出レバー］を

【閉］にします。

4）残留米を耳又出します。

（a）残米受箱を引き出します。

●残米受箱は、ストッパを外してから引き

出します。

（b）残米受箱の残留米を取除きます。

（c）残米受箱を納めます。

●残米受箱を納めたら、ストッパを掛けま

す。

』　5）返り籾スロウ内の残留米を掃除します。

（a）返り籾スロウの蓋を外します。

（b）スロウ内の残留米を掃除します。

（c）返り糊スロウ蓋を取付けます。
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6）混合・精品昇降機内の穀粒を掃除します。

（a）安全カバー（2個）を外します。

（b）混合昇降機掃除□のシャツタ（2箇所）を開

けます。

（c）精品昇降機の掃除口カバーを外します。

安全カバー

掃除ロカバー

ノブスター

●　ノブスターを外します。

（d）各昇降機底の残留米を取除きます。

（e）…昆合昇降機掃除□のシャツタ（2箇所）を閉

めます。

（f）精品昇降機の掃除口カバーを取付けます。

●　ノプスターで国定します。

（g）安全カバー（2個）を肘寸けます。

7）選別板と循排パルプ周りを掃除します。

（a）フロントカバーを外します。

●ユリヤ化粧ネジ2本を外します。

（b）ロールハンドルを外します。

●M4小ネジ1本を外します。

（c）イグリーストポートを外します。

●ユリヤ化粧ネジ2本を外します。

（d）選別板や循排パルプの周りにホコリがたま

っていないか確認し、たまっていれば掃除

します。

（e）イグリーストポートを耳則寸けます。

●M6セムスナベ小ネジ2本で国定します。

その際、イグリーストポートの下部が本

体側板の内側にきらんとはまっているか

確認してください。
（f）0－ルハンドルを耳封寸けます。

●M4小ネジ1本で固定します。

（g）フロントカバーを取付けます。

●ユリヤ化粧ネジ2本で因定します。その

際、フロントカバーの下部がイグリース

トポートの内側にきらんとはまっている

か確認して＜ださい。
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ユリヤ化粧ネジ

籾張込ホッパ

安全カバー

8）籾摺部ギヤボックス内部を掃除します。

（a）安全カバーを外します。

●ユリヤ化粧ネジを緩めます。

（b）［籾供給ダイヤル］のツマミを外します。

籾供給ダイヤルツマミ

転 P 、J

式二確
l

l月　　　　　　　　　　 l

（，○
／lt　　　　　　　 ■ 1

M6パインドネジ

M4カップスクリュネジ

グリスを付ける

ネジ軸

（c）籾張込ホッパを外します。

●M6パインドネジ4本を外します。

（d）ギヤボックスの蓋を外します。

●M4カップスクリュネジを外します。

（e）ギヤボックス内部のネジ軸に付着している

ホコリ等を取除きます。

（f）ネジ軸にグリスを少量付けます。

（g）ギヤボックスの蓋を取付けます。

●M4カップスクリュネジで固定します。

（h）籾張込ホッパを耳封寸けます。

●M6パインドネジ4本で固定します。

ギヤボックス　（i）［籾供給ダイヤル】のツマミを取付けます。

（j）安全カバーを取付けます。

9）機械全体のホコリ、ゴミを掃除します。

●プロウやコンプレッサーがあれば、機械細

部のホコリ、コミを吹き飛ばしておきます。



ネズミの侵入防止

ネズミが機械内に侵入すると機械内のコード類を力＼じり、ショート、漏電の原因となります。

稼動期が終了したら下記方法でネズミの侵入防止を行ってください。

選別点検窓

メインレバー

ロール室カハー（内、外）

lお手
入
れ
と
保
管

1）機械内郡の残留米を取出します。

（50ページ「お手入れと保管」を参照してく

ださい）

2）安全カバー（3個）を確実に取付けます。

3）均分器にネズミ防止蓋を確実に取付けます。

4）選別点検窓を閉めます。

5）［メインレバー］を［⑥］にします。

6）ロール筆力パー（内、外）を確実に取付けます。
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混合米スクリュ底残米排出レバー
7）2番ロネズミ防止蓋を確実に閉めます。

8）残米受箱を納めて、ストッパで確実に固定しま

す。

［混合米スクリュ底残米排出レバー］を［閉］

にします。

ストッパ　　　残米受箱　　　2番ロネズミ
防止蓋

機械の保管

機械の保管方法を示します。

10）籾殻排風□にネズミ防止蓋を確実に取付けま

す。

1）50ページ「残留穀物の取出しと掃除」を参照

して、機内、機外の掃除を行います。

2）54ページ「ネズミの侵入防止」を参照して機

械のネズミ侵入防止を行います。

3）機械を保管します。

●機械を保管するときは、［電源スイッチ〕

を［切］にし、電源プラクを抜いておいて

ください。



オプション部品

オプション部品

オプション部品の目的について説明します。

■タクト（塗装あり）（注文コード：NPS450AAZ52）

●籾殻タクトを上に延ばす場合や、頓に延ばす場合に使用します。

●ダクトの長さは648mmです。

■タクト（塗装なし亜鉛メッキ）（注文コード：iPOO8001）

●連結バンド（注文コード：iROO8001）

●籾殻タクトを上に延ばす場合に使用します。

●タクトの長さは914mです。

●ダクトは必要な長さに切断して使用できます。

●タクトの両端は連結バンド（2個使用）で接続します。

●籾殻排風□に取付けます。

オ
プ
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■低速フアンプーリ（注文コード：130870140）

■中速フアンプーリ（注文コード：130651160）

●風量調整シャッタ全閉及び二次空気取り入れパルプを弱にしても籾殻ダクトから整粒が飛／訃湯

合に使用します。

種 類 注文コ ー ド 用途 プーリ外径 フ ァン回転数

高速 プ ーリ （標準装備） 63．1mm 168 0rpm

中 速 プー リ 13065 1160 風 を弱 くしたい時 67．Omm 158 0rpm

低 速 プー リ 1308 70 140 風 をさ らに弱 〈した い時 73ノ5mm 148 0rpm

■増枠ホッパ（注文コード：JLGA12）

●籾を手張込みする場合に、ホッパ容積を大きくし、余裕を持たせます。

●増枠ホッパの高さは90mmです。

●籾張込ホッパの上部に取付けます。

1 L』

出恩
q
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増枠ホッパ



■エレベータケース（注文コード：NPS450AAZ5り

●粒選別機を連結する場合などで、排出高さが必要な場合に使用します。

●エレベータケースの高さは400mmです。

●延長分のパケットベルトと風選用ダクトホースが同梱されています。

●精品昇降機の中間に取付けます。

□

／
′／一エレベータケース

｝未熟リターン装置（注文コード：JLGA15）

●2番0から排出される未熟米、シイナを機内に戻す場合に使用します。

●返り籾スロウに取付けます。

●未熟米、シイナは、返り籾といっしよに籾摺部へ戻されます。

未熟リターン装置
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■パトライト（注文コード：NPS500AAZ50）

●自動循環排出装置が作動して、自動的に排出から循矧こ切替わったときに、光ってお知らせし

ます。



困ったとき

囲ったときの対処のし力＼た

異常が発生した場合は、購入先へ連絡する前に次の方法で点検しましょう。

1．仕上げ米に肌摺れが多い。

原　　 因 処　　 置　　 方　　 法

1）籾の水分が高い （a）直ちに作業を中止し、籾を再乾燥して＜ださい。

2）ロールの閉めすぎ （a）選別点検窓より脱ぷ具合を確認します。

●籾がほとんどないときは、ロールの閉めすぎです。

［ロール開スイッチ］を押してロールのすきまを広い方に調

整してください。

●籾はマーカーを越えない程度であれば良好です。

○　　 ×

ニ玄：・混 和 ・二・玄■・ユニ・∴混
車‡ご二≡　　　　 ■凍 ニ・一重　 糊

マーカー
正常　　　　　 ロール閉めすぎマーカー

¢

巨 頭

ロ ー ル 開 ス イ ッチ
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原　　 因 処　　 置　　 汚　　 法

3） 返 り籾 に玄米 が多 （a）選別点検窓より、 ［籾仕切板］が適正な位置にあるか確認しま

くき昆入している ・循 す。

環米量が多い
●返り籾は、籾だけが返るよう　 亡籾仕切板］を調整して＜ださ

い。

●玄米が返り糊に混入すると2度摺りになり肌摺れの原因とな

ります。

（b） ［玄米仕切板］は許容範囲に設定します。

●排出できる玄米を循環することも肌摺れの原因の1つです。

選別板
．、，．と ．，

二妄 一票 籾

二溝二∴米

マーカー

玄米のみ 乍 と畏 籾のみ

玄米仕切板　　　 籾仕切板

4） ス ロ ウの羽根 とケ （a）スロウの羽根とスロワケースのすきまを確認します。

ーシンクのすきま

が広い

●すきまが1m 以上ある場合は、Aの位置で1mm程度に、M6ボル ト

を緩めスロウ羽根の位置を調整してください。

スロウケース　 スロウ羽根
0　 0A ′£ 0 0

M6 ボル ト

1mm 程度
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原　　 因 処　　 置　　 方　　 法

5）風選部で未熟米、シ （a）風選部で十分未熟米、シイナが抜けるよう ［風量調整シャツタ］

イナが十分抜けてい を設定します。

ない （3 2 ページ 「籾摺運転のしかた」を参照してください。）

●ロールを閉めているにもかかわらず脱ぶが上がらないのは、

摺米中の未熟米、シイナが多く残っているためです。

注　　 記

●調整後は必ず糊殻タク トより整粒が飛んでいない

ことを確認して＜ださい。

田　 川 1 一　 祀　 弔 ○ 強

二≡：：ニーーー′ノ　　　　　　　　　 ー■■■■
⊂ ］ β　 〒　 量調整シャツタ

恥 【執帆 匂

l＝b　　 o

恥q⑳ 0　　 靡

0
2番

2番D から玄米がたくさん出ていない範囲で ［風量調整シャツタ］
のツマミを少しずつ石に移動させます。

6〉乾燥終了後すぐ籾

摺している

（a）乾燥終了後1日以上過ぎてから籾摺してください。



2．揺動選別板の動きが極端に遅＜なり機械が停止した。

原　　因 処　　置　　方　　法

1）スロワまたは昇降

機が詰まっている

（a）スロウと各昇降機の中の摺米を取出します。

（b）スロウケースと羽根のすきまを点検します。

●すきまが1mm以上あるときは調整して＜ださい。

（44ページ＜スロワの羽根の調整方法＞を参照してくださ

い。）
（c）各ベルトの張りを点検・調整します。

●昇降機のバケットベルトの偏りと張りを調整してください。

（45ページ＜パケットベルトの張りの調整方法＞を参照し

てください。）

（d）スロウパイプの中間または先端に、異物または障害物がないか

確認します。

●スロウの中または途中経路に摺米があるとき、モータを停止

させると再始動時にスロウが詰まる場合があります。

返り輩刃スロウ

昇降機



3．モータ始動スイッチを押してもモータがまわらない。

原　　 因 処　　 置　　 方　　 法

1） 電 源 が き て い な （a）屋内の ヒ ューズが切 れていないか、または ブレーカが働 いてい

い ・欠相 している な いか点検 します。

●停 電または原因カモわか らな いときは、 お買い上げの J A ・販

売店または電気工事店に ご相談 ＜だ さい。

プレーカ？

スイッチ OFF ？

ヒューズ？　 ロ

1　　 ㊥【
1「1 i

室長ノ
■－■

O D l。靡

2） ロ ー ル に 籾 を か ん

で い る （モ ー タ か ら

唸 り 音 が し て 本 機

の サ ー マ ル リ レ ー

が 働 い て 電 源 が 切

れ る場 合 ）

（a） ［メ イ ン レバ ー］ を ［⑨］ に し ます 。

頂 さ ⑥

（b） ［電 源 ス イ ッチ 〕 を ［切 ］ に しま す 。

入匡 ］切

電 源

（c） ［0 － ル全 開 ス イ ッチ ］ を ［入 】 に し ま す。

←

入　 闘　 切

ロール全開

l閑
－
っ
た
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4．籾殻タクトから整粒が飛JSて。

困
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5．能率が上がらない。

原　　 因 処　　 置　　 方　　 法

1） 脱 ぶ 率 が 低 い （a）選 別 板 上の マ ーカ ー以 内 に 籾が ＜ る よ う に ロ ー ル を 閉 め、 脱 ぷ

率 を高 く して くだ さ い 。

せ ‥雲 籾

準 ごご買

マーカー

2） 選 別 板 角 度 が “急 ，， （a）選 別 板 の 籾 側 の 層 が 厚 くな りタ フ つ き 気 味 の と きは 、 ［選 別 板

す ぎ る 角 度 調 整 ハ ン ドル ］ を ［緩 ］ 方 向 に少 しず つ まわ し、 玄 米 層 と

籾 層 を 同 じ厚 さ に して くだ さ い 。

選別板角度調整ハ ン ドル

緩

二．去・二．覧 ・、・

・■米＝．合

・・∴■・・米

玄米層 の厚さ 6～8m 単　 ∫幸 籾 層の厚さ 6～8mm

3） タ ン ク 供 給 量 が 少 （a） ［供 給 レバ ー］ を、 半 白 盛 程度 ［増 ］方 向 に少 しず つ移 動 させ 、

な く て 摺 米 の 広 が 選 別 板 上 の 玄 米 層 と糊 層 が 同 じ厚 さ にな る よ う に、 選 別 板 角度

りが 不 適 切 を 調 整 して くだ さ い。 （3 2 ペ ー ジ 「籾 摺 運 転 の しか た」 を参

照 して ＜だ さい 。 ）

ダ 芸 たは 増．丁 供給 レハ ‾

選別 板角度調 整ハ ン ドル ¢

ノ玄 ． 混 籾
米 ∴ 合
十 ・米

玄米層の厚さ 6～8mm ＝幸■　　 ギ 暦の厚さ 6～8mm
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原　　 因 処　　 置　　 方　　 法

4） 機械 の水 平が 出て

いない

（a）水準器で水平に据付けてください。

水準器

振子が穴の中央にくるように調整してく

ださい。

5） 籾の水分が高い （b）直らに作業を中止し、籾を再乾燥してください。

6．仕上米に籾が混入する

l困
っ
た
と
き

原　　 因 処　　 置　　 方　　 法

1）摺米の均分ができ （a）均分パルプの調整をしてください。

ていない （4 6 ページ＜均分／てルフの調整方法＞を参照してください。）

2）均分器内の分配部 （a）均分器内の分配部に石や木片等の異物が詰まっていないか確認

に異物が詰まって

いる

してください。

異物

分配部

／

「

（b）異物等が詰まっていたら取除いてください。
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原　　 因 処　　 置　　 方　　 法

3） 籾の水分が高い （a）直らに作業を中止し、籾を再乾燥して＜ださい。

4） 玄米 仕切 が右 に寄 （a）サンプル取出□よりサンプルを取出し、籾の入らない位置まで

りすぎている ［玄米仕切板］を移動させてください。

サンプル馳 □「＼

＼＿　 ヽヰ

サンプル

5） 脱ぷ率が低い （a）選別板のマーカー以内に籾がくるよう、 ［ロール閉スイッチ］

を押して、ロールのすきまを調整してください。

団 。欄 スイッチ

凸

． こ∈】1女で・竺 …

ニ単 三‡完

マーカー

（b）ロールのすきまを調整しても脱ぶ率が高くなりにくいときは、

ゴムロールの点検を行ってください。

（2 7 ページ 〈ゴムロールの摩耗確認〉を参照して＜ださい。）
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7．仕上米に籾が入る。

原　　 因 処　　 置　　 方　　 法

1） 籾殻タク トが長す （a）籾殻タク ト （ライト管 ・鋼管）が16m以上あるときは、16m以下

ぎる（16m 以上ある） にしてください。

（b）ビニールタクトの場合は、10mまでとして＜ださい。

（2 5 ページ 「籾殻タクトの取付け」を参照してください。）

2） 籾殻ダク トを途中 （∂）籾殻ダクトは風下に向け、同じ直径で真っ直ぐに16m以下 （ライ

で急に曲げたり、直 卜管 ・鋼管）になるように設置してください。

径を絞っている

また、タクト先端が

風上を向いている

か先端に遮へい物

がある

（b）籾殻タクトの先端に遮へい物がある場合は、遮へい物を取除い

てください。

風 ≡ 三 16m 以内 一　 L

「 ／ ［

遮へい物

灯＼＼（1 岳

／＼ 」さ一プ
ゝ」′［コ 「．／。 ．
主 語 r ≡、－′－・

、L 、。ノ も j～腰
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8．原料の飲み込みが安定しない。
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＜メインモータの起動方法（非常時）＞

何らかの原因で始動スイッチを押してもモータが回らないときの、メインモータの

起動方法について示します。

※CPU基盤を上から見た図

1）電源プラクを抜いていることを確認してくだ

い。

2）コントロールボックスのねじ2個を外します。

3）コントロールボックスの前面部を前側に倒し

ます。

4）コントロールボックス内のCP〕基板のCN5に差

込んであるケーブルを抜いてCN12へ差込みま

す。



5）コントロールボックスをネジで閉めます。

6）［電源スイッチ］が「切」になっていることを確

認します。

7）電源プラクを差込みます。

8）［電源スイッチ］を「入」にすればメインモータ

が起動します。

9）［電源スイッチ］を「切」にすればメインモータ

が停止します。

74

l困
っ
た
と
き



＜ロールのすきま調整を手動で行う方法（非常時）＞

何らかの原因で、ロール開閉スイッチを押してもロールのすきま調整が行えない場

合は、ロール調整ハンドルですさま調整を行います。

※ギヤモータ故障によりロール調整ハンドルが回らないときは、ギヤモータを外し

て＜ださい。

スナップピン

1）ネジを外してギヤモータのカバーを外します。

コネクタ　　　2）ドライバーなどを用いてギヤモータ軸のスナ

ップピンを外します。

3）ギヤモータのコネクタを外します。

4）ギヤモータを矢印の方向に引抜きます。

5）ギヤモータのカバーを取付けます。



＜循環と排出の切替え方法（非常時）＞

何らかの原因で自動循環排出装置が作動しない場合の、循環と排出の切替え方法に

ついて示します。

切替装置

スナップピン

上側ワイヤ

り　電源プラクを抜いていることを確認してくだ

さい。

2）本体左側面の点検カバーを取外します。

3）自動循環排出ボックスと切替装置をつなぐケ

ーブルを取外します。ケーブルは無くさないよ

うに保管してください。

4）循環排出パルプのスナップピンを取外し、ワイ

ヤ固定ナットを緩め、ワイヤを取外します。

5）切替装置のカバーを取外します。

6）スナップピンを取外し、ワイヤ固定ナットを緩

め、下側ワイヤを取外します。ワイヤは無＜さ

ないように保管してください。

7）スナップピンを取外し、ワイヤ固定ナットを緩

め、上側ワイヤを取外します。

8）取外した上側ワイヤを循環排出バルブに取付

けます。スナップピンを取付けます。このとき、

メインレバーを②にした状態で、循環排出パル

プが完全に排出になるように、ワイヤ固定ナッ

ト位置を調節してください。

下側ワイヤ　9）切替装置の力／トと本体左側面の点検力／ト

を耳又付けます。
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機械の仕様

仕様一覧表

境目　　　　　　　　　 機種 籾摺機

型　　　　　　　　　　　 式 N P S　 5500

機体寸法

全　 長 （mm） 2123

全　 幅 くmm） 1030

全　 高 （汀m） 1985

機体質量 〔重量〕（kg） 375

ゴムロール
種　 類 統合型 （レッドロール）

径×幅 （m ） 中径（め165）×127（5 吋）

プーt」外径

主　 軸 （Ⅷ） め114．3 （B2 条 V プーリ）

モ＿夕 ‡50Hz （Ⅷ） め95．3

l60Hz （mm）
め80

回転数

主　 軸 （rpm） 1200 （定格負荷時）

均殻フアン （rpm） 1680

揺動選別板
（クラ乃）（rp打l〉 290

選別板枚数 10

所要動力 （V ・kW）
三相 200 ・3．7 （本機モータ）
単相200 ・0．004 （ロールモータ）
単相200 ・0．004 （循環排出切替モータ）

性 能 圭籾殻搬送能力 （m） 最大 16 （ライト管 t鋼管時水平距離）

能力 （kg／h） 1320（ノ2100

処理可能な原料名と処理方法 籾摺 ・麦の精選

安全鑑定適合番号 申請予定
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＜ロール自動の仕様＞

ロール自動調整の仕様について示します。

1）自動調整の範囲について

●ロールすきま初期調整 作業開始時のロールすきまを電源投入時のみ0．8mm（標

準時）に自動調整します。
任意にすきまを設定することもできます。

●籾摺運転時のロールすきま調整　　自動または任意に調整したロールすきまを保つため、

一定時間間隔でロールを締め込み調整します。

l
■
■
■
■
■
■
■
■
■
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＜制御設定モードの入り方と操作＞

ロールの自動制御モードについて示します。

1）制御設定モード

脱ぷロールの自動制御の有無を設定することができます。自動制御の段階によって次の4

つの設定があります。

（設定1）ロールすきま初期設定有り。初期設定後、ロールを自動で閉めます。

（設定2）ロールすきま初期設定有り。ロールすきま調整無し。

（設定3）ロールすきま初期設定無し。ロールを自動で閉めます。

（設定4）ロールすきま初期設定無し。ロールすきま調整無し。

①　電源を切った状態から［モータ停止スイッチ］を押した状態で電源を入れると1秒後に

設定モードに入ります。（［モータ停止スイッチ］は押したままの状態、設定モードに

入ると離してください）

②設定モードに入るとブザーが鳴ってモータ負荷ランプが全点灯します。

③　ロールすきまランプで現在の設定を表示します。（出荷時は設定1になっています）左

端から設定1、設定2、設定3、3灯全点灯で設定4を表示します。

④　設定は［ロール開閉スイッチ］で行いなす。

⑤　設定の確定とモードを終了するには再度［モータ停止スイッチ］を押します。［モータ

停止スイッチ］を押すとブザーカ¶鳥ってランプが全点灯して設定モードを終了します。

こ‡〕・［モータ停止スイッチ］を押した状態

で、［電源スイッチ］を入れます。

恩・全点灯

設定1　設定2　設定3　設定4
●○・0　0●○　⊂）○●　●・●●

十
点灯



機体寸法およびベルトサイズ

ヒ ］

∽
しn
（エ）

臣攣

5 2 0

l

1 0 3 0

機体寸法

ベルトの掛け万とサイズ

B－44（レッド）（60Hz）

B－45（レッド）（50Hz）

（2本）
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消禾毛部品

消素毛部品のリストと耐久時間について示します。

消耗部品は、以下の消兼毛部品一覧表を目安に事前に準備されることをお奨めします。

消耗部品一覧表

品　　 名 部品コー ド 耐久時間

ゴムロール （高耐久レッドロール） FZO 13M5 0 1000～1600 （俵）

ブレー ド （フアン） 1303 30525 200～250 （時間）

フアンライナー 1303 30590

フアンフランジ 1308 20170

スロワケース （返り籾） 1303 500 90

フレーム （選別板） †30820 130

ブレー ド （返り糊スロウ） †30330690 2 00～250 （時間）

／マイプ （返 り糊スロウ） T30700 140 2 00～500 （時間）

バケットベル ト （混合） T30820 10 1 2 00～250 （時間）

パケットベル ト （精品） 130720 14 1 3 00～500 （時間）

＞ベル ト

A－42 FDllA O42 100～T50 （時間）

A－48 FDllA O4 8 T50～200 （時間）

しA－3 1 FD 12S3 10 100～150 （時間）

しA－130 FD 12S 13A 100～150 （時間）

8－44 FD 13BO44 100～150 （時間）

B－45 FD 13BO45 100～150 （時間）

スターロープ FD400050650 100～150 （時間）

ベアリンク 150～200 （時間）
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保証とアフターサービス

取扱い・修理などのご相談は、まず、お買上げのJAまたは販売店へお申し付けくださ

い。

■保証書（別添付）

●保証書は必ず、「お買上げ日、JA・販売店名」などの記入をお確かめの上、JAまたは販売

店からお受取りください。

●　内容をよく確かめたあと大切に保管してください。

保証期間は、お買い上げ日から1年間です。

■補修用部品の供給年限

●この製品の補修用部品の供給年限（期間）は、製造打ち切り後10年とします。ただし、供給

年限内にあっても、特殊部品につきましては、納期などについてご相談させていただく場合

があります。

●　補修用部品の供給は、原則的には上記の供給年限で終了しますが、供給年限経過後であ

っても、部品供給の要請があった場合には、納期および価格についてご相談させていただきま

す。

■修理を依頼されるときには

●「困ったときの対処のしかた」（60～76ページ）にしたがって対処してください。直らない場合

は、お買上げのJAまたは販売店にご連絡ください。

〔保証期間中は〕

●修理に際しては、保証書をご提示ください。

●保証書の規定にしたがって修理させていただきます。

〔保証期間が過ぎているときは〕

●　修理すれば使用できる場合は、ご希望により修理させていただきます。

〔修理料金は〕

●修理料金＋部品代で構成されています。
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［メモ］



緊急時の連絡先

機械が異常な作動をし、原因が不明で適切な処置が行えない場合、または運転操作方法等に不明な点

がある場合は、下記連絡先へご連絡ください。

［1］JA・販売店（購入時にお客様にてご記入下さい）

店　　　　　名：

緊急時の連絡先：

担　　当　　者：

［2］最寄の営業所
●JA・販売店に連絡がつかない場合は、下記最等の営業所へご連絡ください。

［3］

r

営業所 所 在 地 T E L F A X

北海道営業所 ．〒003－0813 北海道札幌市白石区菊水上町 3条 2－52－254 011 （812）3666 011 （820）2007

北上営業所 〒024－0032　 岩手県北上市川岸 ト16－1（東北佐竹製作所内） 0197 （64）0111 0197 （61）0001

秋田営業所 〒010－1423 秋田県秋田市仁井田手中谷地 121－2 0柑（839）0891 018 （889）6001

仙台営業所 〒984－0013　 宮城県仙台市若林区六丁の日南町 2－20 022 （287）2733 022 （390）1017

小山営業所 〒323－0822　 栃木県小山市駅南町 4－31 0285 （27）5060 0285 （31）1002

柏営業所 〒277－0813　 千葉県柏市大室 1153 04 （7132）1181 04 （7140）8018

新潟営業所 〒950－0932 新潟県新潟市長潟 3－8－16 025 （287）0177 025 （257）1103

名古屋営業所 〒4gl－0023　 愛知県一宮市赤見 3－10－6 0586 （73）2177 0586 （26）1040

北陸営業所 〒924－0052　 石川県松任市源兵島町 793－1 076 （277）2085 076 （277）8010

大阪営業所 〒56ト0832　 大阪府豊中市庄内西町 5一卜76 06 （6331）0558 06 （6335）2066

広島営業所 〒739－8602 広島県東広島市西条西本町 2－30 082 （420）8575 082 （420）0010

松山営業所 〒790－0811 愛媛県松山市本町 4－5－1（山本屋本町ビル） 089 （925）8877 089 （946）5100

福岡営業所 〒818－0132 福岡県太宰府市国分 1－7－1 092 （921）6111 092 （920）1030

熊本営業所 〒862－0929　 熊本県熊本市西原 3－3－29 096 （382）2727 096 （386）2007

製造元 株式会社　サすケ
広島本社／広島県東広島市西条西本町2－30　〒739－8602
●最寄りの支店・営業所に連結がつかない場合は、下記連絡先へご連絡ください。

■お客様相談窓口

■本社営業窓口

■大　　代　　表

［サービス事業部］T∈L：082（420）8543　　FAX：082（420）0009

［調製機事業部］　TEL：082（420）8541　FAX：082（420）0005

TEL：082（420）0001




